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　1517 年の宗教改革の開始以来、プロテスタントとカトリックの両陣営は、挿絵入りのビラや




同年のアウクスブルク帝国議会で提示されてからちょうど 100 年後の年に当たる 2。1521 年 5 月
25日に神聖ローマ皇帝カール 5世によって署名されたヴォルムス勅令は、宗教改革者マルティン・
ルターを異端者として帝国追放刑に処するとともに、ルターや彼の信奉者たちの書物の焼却を命
じていた。1526 年の第 1 回シュパイエル帝国議会では、当時の帝国の政治状況のために、この










蓄積されてきた。特に日本では森田安一の先駆的な研究と蝶野立彦の研究が重要である。Scribner, Robert W.: 




の文献を参照した。森田安一『図説　宗教改革』河出書房新社2010 年21 – 27 頁; 『宗教改革著作集　第14 巻』教
文館1994 年624 – 626 頁; ロベルト・シュトゥッペリヒ（森田安一訳）『ドイツ宗教改革史研究』ヨルダン社1984
年123 – 132 頁。



























　「マタイによる福音書」第 5 章第 14 － 16 節に由来する「福音の光」は、ハンス・ホルバイン
Augustana- Jubiläum 1630, Frankfurt a. M. 1993, S. 82.
4　Hänisch: Confessio, S. 84 – 113.
5　三十年戦争におけるグスタフ・アドルフとスウェーデン軍については、以下の文献を参照した。Ｃ．ヴェロニ
カ・ウェッジウッド（瀬原義生訳）『ドイツ三十年戦争』刀水書房2003 年287 – 360 頁。
6　高津秀之「1617 年のドイツ　宗教改革から100 年」踊共二（編）『記憶と忘却のドイツ宗教改革　語りなお
す歴史　1517 – 2017』ミネルヴァ書房2017 年167 – 188 頁; 高津秀之「宗教改革百周年記念ビラにおけるルター
の復活　宗教改革の図像学的トポスの継承と変容」甚野尚志・益田朋幸（編）『ヨーロッパ文化の再生と革新』
知泉書館2016 年197 – 216 頁。
7　このテーマについては、以下の二つの文献で論じられている。Hänisch: Confessio; Marsch, Angelika: Bilder 
zur Augsburger Konfession und ihren Jubiläen, Weißenhorn 1980.
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による木版画ビラの挿絵以降、繰り返し描かれてきた 8。そして 1630 年頃にアムステルダムで出
版されたビラ『アウクスブルク信仰告白』（図 1）では、アウクスブルク信仰告白が「福音の光」
として表現されている 9。ルターとザクセン選帝侯の間にある巨大な燭台は、聖書のうえに据えら





















8　Scribner, Propaganda, p. 46; 森田『木版画を読む』213 頁; 高津「ルターの復活」199 頁。
9　『アウクスブルク信仰告白』は、以下の資料集に解説とともに収められている：Harms, Wolfgang/ Schilling, 
Michael (Hg.): Deutsche illustrierte Flugblätter des 16. und 17. Jahrhunderts, Bd. 2, Tübingen 1980, S. 370 – 
371. また、このビラの出版年は不明であるが、1630 年以降ほどなくして出版されたようだ。これについては以
下の文献を参照：Hänisch: Confessio, S. 171.
10　『神聖ローマ帝国の高権』は、以下の資料集に解説とともに収められている：Harms/ Schilling (Hg.): 
Flugblätter, Bd. 2, S. 374 – 375.
11　ウェッジウッド『ドイツ三十年戦争』255 – 258 頁。
12　同様の皇帝のイメージとして、1630 年に出版されたビラ『記念年の悦び：賛美と感謝の祭』がある。ここで
は聖書から育った木として描かれる「アウクスブルク信仰告白」を皇帝＝鷲と獅子＝スウェーデン王が敵から
守っている。このビラは、以下の資料集に解説とともに収められている：Harms/ Schilling (Hg.): Flugblätter, 






























13　Hänisch: Confessio, S. 171; ウェッジウッド『ドイツ三十年戦争』62 頁。
14　『教会の要石と永遠の光』は、以下の資料集に解説とともに収められている：Harms/ Schilling (Hg.): 
Flugblätter, Bd. 2, S. 474 – 475.
15　『神の恩寵ある信仰告白：あらゆる損害から再び栄える』は、以下の資料集に解説とともに収められてい
る：Harms, Wolfgang (Hg.): Illustrierte Flugblätter aus der Reformation und der Glaubenkämpfe, Coburg 






載されている 16。画中には 8 人の女性と一人の男性がいる。甲冑を身にまとい、頭に王冠を載せ
た男性はスウェーデン王グスタフ・アドルフであり、8 人の女性の足もとには彼女たちの素性が








この都市は、“16 Augsburg 32” と記された帯からも分かるように、1632 年のアウクスブルクで
ある。1530 年以降、ルターの信仰告白の町として神聖視されるようになっていたアウクスブル
クは、1555 年のアウクスブルクの宗教和議以降、カトリックとプロテスタントの二宗派併存体
制が確立していた。しかし、1629 年 8 月 8 月、上述の「教会領回復令」に基づき、この都市で
のルター派の信仰は全面的に禁止され、牧師たちは市外に追放された。これを受けて、8000 人
のルター派市民が都市を離れることとなる 17。しかし、やがてドイツ侵攻を開始したスウェーデ






て解放されたか』の挿絵は、以下の文献に掲載されている。Marsch: Bilder, Nr. 57.
17　ウェッジウッド『ドイツ三十年戦争』261 – 262 頁。




　同様に、1632 年に出版された 2 枚の連作ビラの挿絵は、合せてスウェーデン王によるアウク
スブルク解放の物語を伝えている。すなわち、最初のビラ『苦境にある都市アウクスブルク』（図
6）の挿絵では、アウクスブルクを挟んで 2 頭の獣が対峙している 20。左側の獣は「ヨハネの黙示録」
第 13 章第 1– 10 節に登場する「10 の角と 7 つの頭をもっていて、角には 10 の冠、頭には冒瀆の




















(Hg.): Flugblätter, Bd. 2, S. 462 – 463.
21　フェデリコ・バルバロ訳『聖書』講談社396 頁。
22　『神の恩寵によって救われた都市』は、以下の資料集に解説とともに収められている：Harms/ Schilling 
(Hg.): Flugblätter, Bd. 2, S. 464 – 465.
23　詳しくは、以下の拙稿を参照いただきたい：高津「宗教改革百周年記念ビラにおけるルターの復活」。
24　『アウクスブルク信仰告白の勝利：最初の記念年』は、以下の資料集に解説とともに収められている：




を出している。彼は「ヨハネの黙示録」第 19 章第 11 – 16 節に登場する「口から剣を出す人の子
のような者」であり、この戦いが黙示録の戦いであることを示唆している。また、画面右下に描
かれた竜も黙示録の怪物、すなわち第 12 章に登場する「口から水を吐く竜」である。
　教会の上空には 3 人の天使が飛んでいるが、うち二人は黙示録第 8 章から第 11 章に登場する





















　この 3 人のうち、メランヒトンを除く二人は、1632 年のビラ『神の言葉とアウグスブルク信
仰告白の真理、言葉、武器と血のために戦う不屈の英雄三人組』（図 9：以下『英雄三人組』）で
25　森田『ルターの首引き猫』140 – 178 頁; 高津「宗教改革百周年記念ビラにおけるルターの復活」198 – 202 頁。
26　このいわゆる「眼球論争」については、以下の文献を参照：Hänisch: Confessio, S. 38 – 49; Harms/ Schilling 




















するプロテスタント諸侯・都市とともにライプツィヒで会合を開き、1631 年 3 月 28 日に皇帝に
対してライプツィヒ宣言を発して、「教会領回復令」の撤回を求めた。しかし、皇帝はこの要求
を拒否する。さらにティリー伯ヨハン・セルクラエスが率いる皇帝軍が 5 月 20 日にプロテスタ
ントの都市マグデブルクを陥落させ、9 月 4 日にはついにザクセン選帝侯領に侵攻した。ここで
ようやくザクセン選帝侯はスウェーデン王との同盟に踏み切り、9 月 11 日に両者の同盟が締結





料集に解説とともに収められている：Harms/ Schilling (Hg.): Flugblätter, Bd. 2, S. 472 – 473.
28　Hänisch: Confessio, S. 62 – 63.
29　ヨハン・ゲオルクのプファルツ選帝侯フリードリヒとスウェーデン王に対する見方・評価については、以下
の文献を参照。ウェッジウッド『ドイツ三十年戦争』113, 123, 300 – 301 頁。
30　ライプツィヒ宣言からブライテンフェルトの戦いに至る時期におけるザクセン選帝侯とスウェーデン王の












　1632 年 11 月 16 日のリュッツェンの戦いでスウェーデン王は死去し、1634 年 9 月 6 日のネル
















照。ウェッジウッド『ドイツ三十年戦争』327 – 331 頁。
32　リュッツェンの戦いとネルトリンゲンの戦いについては、以下の文献を参照。ウェッジウッド『ドイツ三十
年戦争』348 – 355, 400 – 408 頁。
33　ウェッジウッド『ドイツ三十年戦争』419 – 421 頁。
34　『幻の幽霊：すなわちスウェーデン王の亡霊がザクセン選帝侯に話しかけた』は、以下の資料集に解説とと
もに収められている：Harms / Kemp (Hg.): Flugblätter, Bd. 4, S. 310 – 311.
35　Harms / Kemp (Hg.): Flugblätter, Bd. 4, S. 310.












いて、画期的な年であった。1530 年のアウクスブルク信仰告白の誕生から 100 年後のこの年、




















【図 4】                              【図 5】








図 1  ：　Harms, Wolfgang/ Schilling, Michael (Hg.): Deutsche illustrierte Flugblätter des 16. und
                17. Jahrhunderts, Bd. 2, Tübingen 1980, S. 371.
図 2  ：　Harms/ Schilling (Hg.): Flugblätter, Bd. 2, S. 375.
図 3  ：　Harms/ Schilling (Hg.): Flugblätter, Bd. 2, S. 475.
図 4  ：　Harms, Wolfgang (Hg.): Illustrierte Flugblätter aus der Reformation und der
                 Glaubenkämpfe, Coburg 1983, S. 177
図 5  ：　Marsch, Angelika: Bilder zur Augsburger Konfession und ihren Jubiläen, Weißenhorn
                 1980, Nr. 57.
図 6  ：　Harms/ Schilling (Hg.): Flugblätter, Bd. 2, S. 463.
図 7  ：　Harms/ Schilling (Hg.): Flugblätter, Bd. 2, S. 465.
図 8  ：　Harms, Wolfgang / Kemp, Cornelia (Hg.): Flugblätter, Bd. 4, S. 217.
図 9  ：　Harms/ Schilling (Hg.): Flugblätter, Bd. 2, S. 473.
図 10：     Harms / Kemp (Hg.): Flugblätter, Bd. 4, S. 310 – 311.
